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１、2026年度（令和８年度）大学入学共通テストを終えて 

１９日（月）に、大学入学共通テストの自己採点・共通テストリサーチの結果が各予備校に提出され、 

それらをもとに各教科の平均点や志望動向等が明らかになってきました。３年生は、これから国公立大

の出願をむかえます。入試動向データを参考にして、適切な進路選択をしてほしいと思います。 

 

（１）共通テスト各平均点速報（１月２０日時点）  ※ベネッセ・駿台資料参照 

【共通テストの 1000 点満

点の予想平均点】 

 

・６教科文系 596点 

（前年差：－24点） 

・６教科理系 603点 

 （前年差：－30点） 

 

【各教科の予想平均点】 

・左図を見ると、英Ｒ・地歴

２教科（地理・日本史）・化

学等で平均点が高くなり、

国語・数ⅠＡ・物理・情報Ⅰ

等で平均点が低くなってお

ります。 

 

「得点調整」の実施有無は

１月２３日に正式発表の予定ですが、実施の可能性は低いと考えられます。 

 

 

前南進路だより  



（２）６教科型 得点換算表（データネット集計値） 

左図は、得点帯ごとにどの

ような得点変動がみられた

のかを、前年度との比較を示

した表です。特に理系での下

がり幅が大きいことがわか

ります。６教科文系では、前

年度の得点 800 点（得点率

80％）で－24点、700点で－

25点となっています。６教科

理系では、前年度の得点 800

点（得点率 80％）で－33点、

700点で－32点となっていま

す。 

（３）度数分布 過年度対比クラブ（６教科 1000点集計） 

 

 

【文系】 

2025年度と比較すると、570

点（得点率 57％）より低い得

点層が増加し、710点（得点率

71％）より高い得点層が減少

しています。 

 

 

 

 

【理系】 

2025年度と比較すると、610

点（得点率 61％）より低い得

点層が増加し、710点（得点率

71％）より高い得点層が減少

しています。 

 

 

（４）度数分布 過年度対比クラブ（６教科 1000点集計） 

 国数英と平均点が低くなった教科を掲載しました。 

 

２０２５ 

６教科文系 ６教科理系 

２０２６ 前年差 ２０２６ 前年差 

９００ ８７５ －26 ８７０ －29 

８５０ ８２５ －25 ８１５ －33 

８００ ７７５ －24 ７６５ －33 

７５０ ７２５ －25 ７２０ －31 

７００ ６７５ －25 ６７０ －32 

６５０ ６２５ －26 ６２０ －32 

６００ ５２７ －27 ５６５ －33 

５５０ ５２５ －26 ５２０ －31 

５００ ４７５ －23 ４７０ －27 

４５０ ４３０ －21 ４２５ －26 



 

 

（５）全体概況と難易度別 系統別志望動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国公立大の志望者数は、対前年指数 98となったようです。学部系統別にみると、法学、経済・経営・

商学、農・水産学系統などで志望者数が増加しています。一方で、人文科学、生活科学、医学、薬学系

統では志望者数の減少が目立っております。難易度別にみると、理学、工学、農・水産学系統などの理

系の学部系統では、特に第３回ベネッセ・駿台マーク模試Ｂ判定値 60 以上の偏差値帯で志望者数の減

少が目立っております。一方で、法学や経済・経営・商学系統などで文系の学部系統では高い偏差値帯

での志望者数の減少は見られません。これらをふまえると、平均点の下降幅の大きい理系においてやや

弱気な傾向がうかがえます。 

 今後の出願に向けて、共通テスト・各教科の平均点、系統別志望動向も考慮しながら、検討していく 

必要があります。そして、第１志望の出願にこだわりたい人、志望校を下げて合格の可能性を高めたい

人など、コンパス・バンザイシステム等も活用して、後悔しないよう慎重に出願先を検討・決定してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


